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自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし
ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく
りましよう
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ど
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、

南
し
よ
う

中央公民館で開かれた

連絡員との話L合い

地
域
で
自
粛
運
動
を
ひ
ろ
げ
よ
う
ｌ

す
で
に
、
葬
祭
、
快
気
祝
な
ど
の
自

粛
に
つ
い
て
は
、
４
月
号
で
も
と
り
あ

げ
ま
し
た
が
、
５
月
１
日
か
ら
実
施
の

方
向
で
、
さ
る
４
月
泌
日
、
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
高
萩
市
民
運
動
推

進
協
議
会
で
は
、
各
地
区
の
連
絡
員
の
一

方
の
出
席
を
も
と
め
、
中
央
公
民
館
で

葬
祭
、
快
気
祝
な
ど
の
自
粛
申
し
合
わ

せ
の
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
連
絡
員
は
、
帥
人
で
、

今
日
ま
で
の
経
過
を
聞
き
、
日
常
生
活

の
中
で
資
源
の
浪
費
に
も
つ
な
が
る
問

題
と
し
て
熱
心
に
話
し
合
い
を
し
ま
し

た
。

話
し
合
い
の
結
果
は
、
自
粛
か
ら
、

や
が
て
は
、
廃
止
し
て
は
ｌ
と
の
意
見

．
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“でんわ”で市の行事や‘

いろいろな催しが

聞かれます

7月1日からスタート

番号は3－1 151

3－1 152です

この「市政案内」電話は、毎週案内

が変ることになって1,,ます。
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が
ほ
と
ん
ど
で
み
な
さ
ん
の
意
見
の
一

致
を
み
ま
し
た
。

通
夜
、
花
輪
、
供
物
、
香
典
返
え
し

そ
し
て
快
気
祝
な
ど
の
自
粛
を
各
地
域

の
町
内
会
で
話
し
合
い
、
自
分
た
ち
の

消
費
生
活
を
、
よ
り
無
駄
の
な
い
も
の

に
す
す
ん
で
実
行
さ
れ
、
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
の
「
お
願
い
」
は
、
市
民
課
で

死
亡
届
と
同
時
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す

自
粛
運
動
に
役
だ
て
、
見
や
す
い
と
こ

ろ
に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。
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還
付
方
法
と
そ
の
手
続
き
は
次
の
と

お
り
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は

本
年
６
月
１
日
現
在
で
昨
年
と
同
じ

会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

今
回
、
昭
和
田
年
分
所
得
税
の
特
別

減
税
が
行
な
わ
れ
、
次
の
金
額
が
還
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
６
，

０
０
０
円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養

親
族
は
、
１
人
に
つ
き
３
，
０
０
０
円

と
し
て
計
算
し
た
金
額
で
す
。
た
だ
し

納
め
た
昭
和
別
年
分
の
所
得
税
額
の
方

が
少
な
い
と
き
は
、
そ
の
税
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

『

、

ｉ
Ｉ

市税が改正に

4月1 日から

個人市民税など控除額が引き上げ

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
６
月
下
旬
ご
ろ
に
税

務
署
か
ら
還
付
を
受
け
ら
れ
る
金
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
際
、
同
封
さ

事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

は
、
お
よ
そ
６
月
’
７
月
ご
ろ
、
賞
与

や
給
与
を
う
け
る
と
き
に
勤
務
先
か
ら

還
付
さ
れ
ま
す
。
（
給
与
支
払
者
の
事

務
等
の
都
合
に
よ
り
８
月
以
降
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
）

I ４
月
１
日
か
ら
各
所
得
控
除
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
下
記
の
表
の
よ
う
に
負
担

の
軽
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
令
者
ま
た

は
寡
婦
に
つ
い
て
の
非
課
税
の
範
囲
を

年
所
得
帥
万
円
（
改
正
前
、
万
円
）
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

個
人
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
均
等
割

の
み
を
課
税
さ
れ
る
者
の
う
ち
、
均
等

割
を
課
税
さ
れ
な
い
者
の
所
得
金
額
の

限
度
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

例
、
標
準
世
帯
の
場
合
（
本
人
、
扶

地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、
市

税
も
変
り
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。個

人
市
民
税

所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す 口

）１

…

便
局
で
還
付
金
を
受
取
る
こ
｜
と
に
な
り

ま
す
。

還
付
請
求
書
を
提
出
さ
れ
て
か
ら
、

還
付
金
を
受
取
る
ま
で
に
１
１
２
か
月

か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

れ
た
還
付
請
求
書
に
、
所
要
の
事
項
を

記
入
し
て
、
税
務
署
に
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
う
す
る
と
税
務
署
か
ら
還
付

金
の
支
払
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す

か
ら
、
こ
の
支
払
通
知
書
に
よ
っ
て
郵

法
人
市
民
税

均
等
割
が
下
記
の
表
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
度
も
変
わ
っ
て
い
ま

す
が
今
年
度
、
さ
ら
に
改
め
ら
れ
ま
し

た
。

艶
年
４
月
１
日
以
後
に
終
る
事
業
年

改
正
前

匡
Ｐ
つ
弓
田
×
《
シ
叩
挫
き
ご
ｇ
田

（
当
載
緋
盟
）
淀
剴

改
正
後

届
Ｐ
Ｃ
９
国
×
吟
シ
Ⅱ
急
Ｐ
Ｃ
Ｓ
田

（
到
載
齢
霊
）
煙
剴

し
た
が
っ
て
、
昭
和
団
年
中
の
所
得

金
額
が
４
８
０
，
０
０
０
円
以
下
の
世

帯
で
は
均
等
割
も
非
課
税
で
す
。

養
対
象
と
な
る
妻
と
子
供
２
人
の
計
４

人
）

ｉ
ｆ

そ
の
他

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
で
納
め
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
る
が
、
今
年
に

な
っ
て
５
月
末
ま
で
に
退
職
し
た
人
や

昨
年
中
途
で
退
職
し
た
な
ど
の
た
め
、

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
さ
れ
た
ま
ま

で
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人
な
ど

は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求
を
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
副
年
分
の
確

定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、

期
限
後
の
確
定
申
告
を
し
て
特
別
減
税

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

昭
和
粥
年
度
、
自
動
車
排
出
ガ
ス
規

制
適
合
車
の
税
率
は
、
砲
年
度
に
限
り

度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
税

個人市民税へ
） 区 分｜改正後|改正前

基礎控除額’ 200,000円｜ ］90,000 円

配偶者控除額 200,000 1 190,000

扶養控除額 】90,000 1 Ⅲ70,000
その他の控除額 1万～2万の引き上け．

法人市民税

区 分 ｜改正後｜改正前
－今＝ －ー

円円

80,000

①資本金1億円超で、

市内の事業所等の従

業員数100入超の法人入
湯
税
の
税
率
が
魂
年
１
月
１
日
か

ら
１
人
、
１
５
０
円
（
改
正
前
１
０
０

円
）
に
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
課
へ

使
っ
た
電
気
料
金
に
税
金
を
か
け
な
い

範
囲
が
こ
れ
ま
で
の
２
，
０
０
０
円
か

ら
２
，
４
０
０
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た

昭
和
別
年
度
の
標
準
税
率
と
さ
れ
ま
し

た
。

ま
た
、
砲
年
４
月
１
日
か
ら
四
輪
以

上
の
軽
自
動
車
（
５
５
Ｏ
Ｃ
Ｃ
以
下
）

農
耕
作
業
用
以
外
の
小
型
特
殊
自
動
車

二
輪
の
小
型
自
動
車
を
市
内
の
居
住
者

間
で
売
っ
た
り
、
買
っ
た
り
し
た
場
合

に
は
、
一
部
を
除
い
て
は
月
割
課
税
の

扱
い
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

入
湯
税

電
気
税

24,000

②資本金1億円超で、

市内の事業所等の従

業員数100人以~ドの法

人及び資本金1千万

円超の法人

24,000 12,000

③①!②以外の法人 ’ 8,000 1 7,200



軸
錘詠
秘
さ
る
４
月
調
日
「
天
皇
誕
生
日
」
に

》
枢
鋤
諦
轌
尋
鍛
錬
極
舞
瀝
鐸
却
叶
耀
肺

ぎ
１
６
４
、
鈴
木
公
文
さ
ん
（
加
歳
）
Ⅱ

は
石
滝
２
５
９
０
の
７
、
そ
し
て
千
葉
胤

１画
勝
さ
ん
（
泥
歳
）
Ⅱ
高
戸
１
３
２
、
の

報
３
人
が
受
章
し
ま
し
た
。

市
勲
四
等
瑞
宝
章

一
興
注
吋
峨
嗜
岬
岬
乢
稚
筆
振
興
や
人
口

鼠
溌
鶴
難
蕊
謬
覇
：

￥
蕊
簿
・
ゞ
凶
課
”
《
溌
溌
〆
光
ん

↑
蕊
謁
駕
蕊
灌
灘
譲
『
重

職
寮
ゞ

莞

鞆

誰

誰

錘

叩

鈴

木

さ

ん

は

、

大

正

聡

年

か

ら

林

業

に
従
事
し
、
現
在
は
、
県
森
林
組
合
連

合
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
林
業
の
振

咋
も
ｃ
◆

識
雑
造
林
の
普
及
、
森
林
組
合
の
整
備
と
強

》
部
識
癖
働
詮
荊
証
椎
審
珪
率
稚
職
釧
蹄

州
一
Ｆ
一
一
一
一
毎
Ｆ
一
一

月
に
は
、
高
岡
村
長
と
な
り
、
市
合
併
に

６年
尽
力
さ
れ
郷
土
発
展
の
た
め
奔
走
、
記

２祁
年
に
は
、
県
議
会
議
員
と
な
り
農
林
、

昭
土
木
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

》
《
認
卿
恥
錘
鈩
輪
纈
一
》

鋸
ゞ

，
灘

３
鶴

一

陣

ロ

○

画

、

卜

必

辮出
課
漉
琵
蒋
淑
挑
控
鰐
酪
囲
弼
騨
霜
姻
御
篭
弦
器
蛎
砿
没
眠
醗
山

岡
幾
蕊
織
識
鍔
癖
鐸
罐
信
僅

鈴
木
さ
ん
は
、
大
正
晦
年
４
月
に
松

原
税
務
署
（
現
在
の
日
立
税
務
署
）
に

勤
め
て
か
ら
、
昭
和
２
年
２
月
に
税
務

署
属
の
任
官
と
な
り
、
栃
木
、
埼
玉
、

東
京
税
務
監
督
局
な
ど
を
経
て
、
東
京

の
国
税
庁
監
察
官
か
ら
、
関
東
信
越
国

税
局
管
理
課
長
と
し
て
、
関
東
一
円
の

税
務
行
政
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

の
ち
に
ゞ
下
館
、
太
田
、
水
戸
な
ど

の
税
務
署
長
を
経
て
、
国
税
庁
税
務
大

学
校
関
東
信
越
研
修
所
の
初
代
所
長
と

な
り
、
昭
和
伽
年
５
月
退
官
さ
れ
、
“

年
間
税
務
行
政
の
振
興
と
育
成
に
功
労

さ
れ
ま
し
た
。

勲
五
等
双
光
旭
日
章

千
葉
さ
ん
は
、
大
正
喝
年
か
ら
昭
和

別
年
９
月
ま
で
の
認
年
間
、
小
・
中
学

校
の
学
校
教
育
・
行
政
に
努
力
さ
れ
ま

し
た
。

昭
和
均
年
秋
山
小
の
教
頭
と
な
り
、

翠
年
に
は
、
黒
前
中
学
校
長
と
な
る
。

と
く
に
日
立
多
賀
工
場
の
開
発
に
と

も
な
っ
て
開
校
さ
れ
た
河
原
子
小
学
校

を
担
当
す
る
な
ど
初
代
教
育
に
尽
力
。

昭
和
郡
年
４
川
に
は
、
大
沼
小
、
泉
ケ

丘
中
の
二
校
の
校
長
を
４
年
間
兼
務
と

し
て
勤
め
る
な
ど
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
調
年
３
月
磯
原
中
を
最
後
に
退

職
そ
の
後
、
十
王
町
の
教
育
長
に
就
任

別
年
９
月
退
任
す
る
ま
で
狸
年
５
か
月

町
の
教
育
行
政
に
功
労
さ
れ
ま
し
た
。

千葉胤勝

さ ん

こ
の
本
数
を
当
市
の
人
口
（
詑
年
２

月
１
日
現
在
）
で
除
し
て
み
ま
す
と
、

１
人
当
り
２
，
４
４
６
本
と
な
り
、
１

人
１
日
平
均
６
．
７
本
消
費
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
ば
こ
の
代
金
に
含
ま
れ
て
い

国
民
年
金
加
入
者
の
み
な
さ
ん
、
保
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
万
一
、
事
故
に
あ
わ
れ
て
か
ら
あ
わ

第
１
期
分
（
４
月
分
’
６
月
分
）
の
て
て
保
険
料
を
納
め
て
も
間
に
合
い
ま

保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
６
月
末
日
で
せ
ん
。

す
。

の
納
う

ま
だ
、
納
め
て
い
な
い
方
は
、
納
付

余
は
に
よ

期
限
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う

年
料
ず
し

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後
に
受

民
険
れ
ま

け
ら
れ
る
老
令
年
金
や
、
通
算
老
令
年

国
保
忘
め

金
の
ほ
か
に
、
万
一
事
故
に
あ
っ
た
と

き
に
う
け
ら
れ
る
障
害
年
金
、
母
子

ま
た
、
保
険
料
を
何
か
月
も
滞
納
し

年
金
、
遺
児
年
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
す
と
額
も
大
き
く
な
っ
て
、
ま
す
ま

こ
れ
ら
の
年
金
は
、
納
付
期
限
ま
で

に
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
せ
ん
と
う
け
す
納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
く
な
り

る
税
金
、
す
な
わ
ち
、
た
ば
こ
消
費
税

は
、
市
町
村
分
と
し
て
副
年
度
で
は
、

副
年
度
の
た
ば
こ
消
費
税
は

１
人
当
り
約
０
，
８
４
６
円
で
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
昭
和
団
年
度
に
日
本

６
，
５
３
０
万
円
専
売
公
社
か
ら
高
萩
市
に
納
め
ら
れ
た

た
ば
こ
消
費
税
は
、
６
，
５
３
０
万
円

で
、
こ
れ
は
、
高
萩
市
の
市
税
総
額
の

昭
和
副
年
３
月
か
ら
昭
和
躯
年
２
月

ま
で
の
１
年
間
に
、
高
萩
市
内
で
販
売
約
加
億
７
，
４
０
０
万
円
の
６
．
１
パ

さ
れ
た
た
ば
こ
の
総
本
数
は
、
７
，
７
‐
セ
ン
ト
に
あ
た
り
、
市
の
貴
重
な
財

源
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
．

１
８
万
７
，
３
０
０
本
で
し
た
。

た
ば
こ
は

市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

街
を
自
然
を
美
し
く

吸
い
が
ら
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

ー

老
令
年
金
が
う
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
保
険
料
を

キ
チ
ン
と
納
め
て
こ
そ
、
万
一
の
場
合

ま
た
は
、
老
後
に
年
金
の
保
障
が
う
け

ら
れ
る
の
で
す
。

加
入
の
み
な
さ
ん
、
保
険
料
は
、
か

な
ら
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
相
談
は
、
市
役
所
国
民

年
余
係
へ
ど
う
ぞ
。

こ
の
税
金
は
瀞
一
般
財
源
と
し
て
℃

道
路
、
教
育
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
の

整
備
や
、
福
祉
行
政
な
ど
の
充
実
の
た

め
に
巾
広
く
使
わ
れ
、
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
た
ば
こ
消
費
税
は
、
そ
の
市
町

村
内
で
販
売
さ
れ
た
本
数
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
専
売
公
社
か
ら

納
め
ら
れ
る
も
の
で
す
の
で
、
市
内
に

住
ん
で
い
て
、
他
の
市
町
村
に
お
勤
め

の
方
や
旅
行
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
高

萩
市
内
で
た
ば
こ
を
お
買
い
求
め
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

奥
さ
ま
も

国
民
年
金
に加

入
し
ま
し
ょ
う

と汐侭一
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０
０
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●
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●
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●
◆

ｇ

０

▲

●
◆
●

◆
ｄ
凸

●
●
＆

Ｏ
Ｇ
の

①
●
◆

①
０
Ｇ

勺
。
◆

申
令
◆

一
ら
４

◆

４

争

守
中
も

，
心
や
り

寺
０
■

寺
も
り

ゥ
◆
《

●
◆
Ｐ

。
①
●

。
●
■

中
も
凸

Ｇ
Ｂ
■

①
。
▲

。
。
◆

伊
●
◆
芋
Ｏ
▲

●
●
今

ウ
。
＄

●
。
▲

●
Ｇ
Ｏ

ｏ
口
凸

ｅ
ｅ
Ｇ

ｏ
Ｑ
凸

Ｄ
Ｂ
Ｃ

。
Ｄ
■

●
●
●

り
分
凸

申
①
Ｂ

Ｐ
Ｏ
▲

分
令
０

③
。
《

◆
６
９

●
■
凸

●
６
申

の
令
凸

●
。
○

守
口
■
凸

●
ｆ
中

ひ｡q●● 旬●

･合●

●｡

◆●G

Ce
▲G▲

ｄ
Ｊ

弓

《
〆
皆
さ
ん
”
２
歳
児
健
診
諏
を
、
一
」
存
知
で
す
か
。
一
三

〆

，
〆
市
で
は
、
市
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
の
ご
協
力
に
よ
り
召
評

〆

，
〆
昨
年
４
月
か
ら
、
県
下
に
先
が
け
て
、
毎
月
１
回
“
２
歳
一
〆

〆

．
／
児
健
診
哩
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
１
年
間
〆
一

／

／
畷
〃
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

で

結 ま と ま る

受
診
率
は

別
。
４
％

こ
の
２
歳
児
健
康
診
査
は
、
２
歳
児

前
後
に
お
け
る
育
児
の
ポ
イ
ン
ト
と
指

導
と
援
助
を
目
的
と
し
て
、
新
し
い
母

子
保
健
対
策
で
乳
幼
児
の
建
全
な
育
成

を
目
指
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

診
査
日
は
、
毎
月
１
回
で
第
３
水
曜

日
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
行
な
わ
れ

市
内
の
小
児
科
、
歯
科
の
お
医
者
さ
ん

が
検
診
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
４
月
か
ら
２
歳
児
健
診
の

■
ｑ
恥
■
ｑ
、
ｂ
日
田
■
ｑ
口
ｂ
■
、
■
ｑ
、
■
ｑ
虹
色
■
『
、
■
■
財
■
ｑ
延
・
■
ｑ
、
△
■
ｑ
、
ｈ
ｑ
、
■
ｑ
、
ｂ
ｑ
、
ｂ
■
町
』
■
■
、
Ｌ

カウプ指数による発育状況

’
不明
2.7％

肥りすぎ
1．0％

ー

／やせ

10.4ツ
戸

/佳良

14.2％

佳良

4.2％
カウフ°指数、

(発育状態)／
|正常

ラ
71, 対

象
と
な
っ
た
お
子
さ
ん
は
、
１
年
間

で
５
５
５
名
で
、
そ
の
う
ち
受
診
さ
れ

た
お
子
さ
ん
は
４
５
２
名
で
、
受
診
率

剖
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

カ
ゥ
プ
指
数
に
よ
る
発
育
状
況
は
表

の
と
お
り
で
、
正
常
な
お
子
さ
ん
が
３

２
３
名
で
、
全
体
の
河
・
７
パ
ー
セ
ン

ト
を
し
め
、
肥
り
す
ぎ
の
お
子
さ
ん
は

わ
ず
か
５
名
で
１
．
０
パ
ー
セ
ン
ト
で

し

た

。

↓

こ
の
カ
ウ
プ
指
数
は
、
身
長
で
体
重

を
割
っ
て
皿
を
加
え
て
指
数
を
表
わ
し

た
も
の
で
す
が
、
卯
以
上
が
肥
り
す
ぎ

蝿
・
１
か
ら
釦
が
佳
良
、
狙
・
１
か
ら
肥

が
正
常
、
過
・
１
か
ら
胆
が
や
せ
喝
・
０

以
下
が
栄
養
不
良
と
な
っ
て
い
ま
す
。

．
Ｑ
』
■
ｑ
ｑ
己
Ｂ
ｑ
、
巳
■
口
賄
△
■
■
、
』
Ｂ
■
凹
巳
■
ｑ
、
西
日
『
、
』
■
ｑ
、

正

写常
7は

％
|Hカウフ．指数

20以上肥りすぎ

18.1～20佳 良

15. 1～18正 常

13. 1～15や せ

13.0以下栄養不良

不 明

5人

64人

323人

47人

0人

13人

。
、
△
■
口
姑
ｂ
ｑ
、
Ｌ
■
■
』
』
■
ｑ
、
■
■

体重（9）
×10=

身長(cm)2

何
ら
か
の
所
見
が
あ
っ
た
お
子
さ
ん

は
、
娼
人
の
、
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

そ
の
内
容
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
比

較
的
多
か
っ
た
の
は
、
湿
疹
７
名
、
風

邪
哩
名
、
扁
桃
肥
大
及
び
扁
桃
腺
炎
９

鰈蕊燕蕊 『。 し

小
児
科
医
に
よ
る

診
察
結
果
で
は

‐

ー’ ※不明は、診査でき'なかったお子さ AI一六一一
'しL9o

診察の結果

名
、
鳩
胸
３
名
、
心
雑
音
４
名
な
ど
で

す
。
そ
の
中
で
さ
ら
に
精
密
検
査
が
必

要
と
な
っ
た
人
は
、
約
、
名
で
、
心
臓

の
病
気
が
発
見
さ
れ
て
手
術
を
予
定
さ

れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
ほ
か
に
、
先

天
性
股
関
節
脱
臼
が
発
見
さ
れ
た
り
、

新
ら
た
に
病
気
が
み
つ
か
っ
た
人
も
い

ま
し
た
。歯科検診の結果

むし歯の
不

ある人
むし歯の
ない人

明’ 計

452人ワワQノ、
臼0ソノ、、

61.7％ 37．0％ 1.3% | 100%

身体診査所見

な し

404人

89.4％

あ り

48人

10.6％

←ざ｡

f’計

452人

100％

167人 6人
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市医師会・歯科医師会協力の

年度5 1 の

歯
科
検
診
で
は
、
む
し
歯
の
あ
る
お

子
さ
ん
は
、
１
６
７
名
の
諏
・
４
パ
ー

セ
ン
ト
で
１
人
あ
た
り
３
．
８
本
に
も

の
ぼ
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
国
平
均
を
う
わ
ま
わ
っ

た
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
正
咬
合
で
は
、
う
け
口
が

反
対
咬
合
に
な
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
が

３
名
い
ま
し
た
ｃ

お
母
さ
ん
方
か
ら
の
訴
え
を
ま
と
め

て
み
ま
す
と
、
２
歳
の
時
点
で
多
い
心

配
ご
と
は
、
こ
と
ば
が
遅
い
（
蛇
件
）

大
小
便
を
教
え
な
い
（
諏
件
）
、
言
う

37
の

む4
1％

‐ハミ

歯一

日
常
生
活
で
の

心
配
ご
と
は

ぎ

こ
と
を
き
か
な
い
、
か
ん
し
や
く
を
起

こ
し
や
す
い
な
ど
（
拓
件
）
、
指
し
や

ぶ
り
な
ど
く
せ
の
問
題
（
詔
件
）
、
食

事
量
が
少
な
い
、
ム
ラ
食
い
な
ど
の
問

題
（
迦
件
）
身
体
的
な
問
題
（
弱
件
）

の
順
で
し
た
。

一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
房
一
一
二
一
一
一
一
一
二
二
一
二
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
二
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一
二
一
二
二
’
一
一
二
一
一
一
二
’
’
’
一
二
一
二
一
一
二
一
一
二
二
一
二
一

〆

む
し
歯
に
つ
い
て
、
”
ど
う
せ
は
え

病
気
は
早
く
み
つ
け
て

変
わ
る
か
ら
“
と
簡
単
に
考
え
る
方
が

多
い
よ
う
で
す
が
、
の
ち
に
は
え
て
く

手
お
く
れ
〃
で
は
大
変

る
永
久
歯
へ
の
影
響
、
あ
る
い
は
、
胄

軍

や
内
蔵
な
ど
へ
の
影
響
を
考
え
ま
す
と

１
人
で
も
多
く

す
。”

病
気
は
、
早
く
み
つ
け
て
早
く
対
処
み
の
が
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
問

健
診
の
利
用
を

す
る
“
こ
こ
に
健
診
の
一
つ
の
意
義
が
題
で
す
。

む
し
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、

１
年
を
経
過
し
た
現
在
、
多
く
の
方
あ
り
ま
す
。
Ｊ

Ｅ
一
利
用
い
た
だ
き
、
市
と
し
て
も
大
ゞ
む
し
歯
の
あ
る
お
子
さ
ん
は
、
こ
れ
以

胄
や
内
蔵
病
は
上
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
．

変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
受
診
さ

れ
て
い
な
い
お
子
さ
ん
が
全
体
の
別
パ
日
頃
の
歯
の
清
掃
、
間
食
の
注
意
な

む
《
し
歯
か
ら

ど
十
分
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
も

－
セ
ン
ト
近
く
あ
り
、
や
は
り
１
人
で

も
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
む
し
歯
の
あ
る
お
子
さ
ん
が
、
や
は
の
で
す
。

い
も
の
で
す
。
と
豚
い
ま
す
の
も
２
歳
り
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
と
く
に
、
１
今
年
度
は
、
昨
年
度
の
反
省
の
上
に

の
時
点
で
初
め
て
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
人
当
り
３
．
８
本
は
、
全
国
平
均
１
人
た
っ
て
、
さ
ら
に
こ
の
事
業
を
充
実
し

れ
ば
手
遅
れ
と
も
な
り
か
ね
な
い
大
き
当
り
２
．
０
本
を
う
わ
ま
わ
っ
て
お
り
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
所

な
病
気
が
発
見
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
む
し
歯
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ご
意
見
な
ど
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

２
歳
児
健
診
の
結
果
、
何
ら
か
の
心

配
の
あ
る
方
、
経
過
を
み
た
い
方
、
あ

る
い
は
、
曼
診
さ
れ
て
い
な
い
方
を
中

心
に
保
健
婦
が
家
庭
訪
問
し
て
い
ま

す
。

昨
年
訪
問
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

保
健
婦
が

家
庭
を
訪
問

姐
名
で
、
う
ち
受
診
さ
れ
な
か
っ
た
お

子
さ
ん
は
諏
名
（
弱
・
１
％
）
、
精
密

検
査
を
必
要
と
さ
れ
た
お
子
さ
ん
皿
名

（
加
・
４
％
）
、
経
過
観
察
が
必
要
と

さ
れ
た
お
子
さ
ん
皿
名
（
型
・
５
％
）

で
、
保
健
婦
が
家
庭
を
訪
問
し
、
育
児

指
導
や
日
常
生
活
指
導
な
ど
を
通
じ
て

母
子
保
健
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

４
ｎ
ｂ
Ｅ
ｑ
ｌ
ｑ
ｑ
』
■
守
、
。
■
■
砧
Ｌ
Ｐ
司
口
・
Ｂ
４
ｂ
』
■
ｑ
、
ロ
■
ｑ
ｑ
』
Ⅱ
ｑ
、
Ｂ
ｑ
ｑ
ｈ
ｑ
、
口
ｑ
Ｌ
ｂ
■
『
畠
Ｌ
■
毎
、
■
ｑ
も
』
■
ｑ

ｑ
毒

ｊ

ｊ

Ｊ
一

％
％

蛯
一

４

戸
、

、
〕

４
ユ

５
－

２

２

⑮
一

く

く

奨
件
件
件
一

勧
‐
０
２

－
数
査
１
察
１
診
”
一

一
‐
件
検
観

受

一
間
密
過

一
訪
精
経
未

哩
』
■
ｑ
』
ｈ
ｑ
Ｌ
ｂ
ｑ
ｍ
ｂ
ｑ
、
。
■
■
凸
巳
■
■
国
Ⅱ
■
Ｌ
ｂ
ｑ
由
ｂ
ｑ
Ｌ
ｂ
ｑ
』
』
■
『
、
。
■
ｑ
」
ｈ
ｑ
Ｌ
Ｂ
ｑ
や
』
■
ｑ
、
■
ｑ
ら

両ロ

礎

・

ひ

蕊
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青少年の非行防止は

青少年相談員と市民の協力で

八
Ⅳ
Ｖ

三 青少年に関する相談は、 ‘青少年センター、 または、地域の相談
＝＝

三員に”最近、青少年の非行がますます増加を示しています。
三
二 市青少年センター（市教育委員会）では、表のとおり青少年相談
二

三員を委嘱しましたので、青少年の非行防止に市民のみなさんもとも
二二二

三に協力してください。
＝三

＝＝

三 非行防止には、早期発見、早期補導が必要です。
＝＝

＝ 毎月第3日雌日はゞ亀家庭の日”です。この家庭の日には、家族そ
三

三ろって楽しい1日を過ごしましょう。
三

三 明るいまちづくりに協力してください
二

Ｔ〃卜歩Ｅに争少雁に／由

一一一一三一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一二一一一一一一一’一二一一一一一一一一一’三一一一一一

一
二
一
一
三
一
二
一
一
一
二
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

能
、
冬
の
伊
豆
沼
等
で
、
い
つ
も
、
博
花
貫
ダ
ム
に
野
烏
が
住
み
つ
い
た
…
無
我
の
境
に
ひ
た
り
ま
す
。

花
貫
ダ
ム
と
自
然
（
Ｌ
）
学
の
専
門
家
が
同
行
し
、
手
に
と
っ
て
早
春
の
山
々
は
、
新
緑
寸
前
の
静
け
会
員
の
中
峰
親
、
子
、
孫
三
代
組

あ
れ
「
ヤ
マ
セ
ミ
」
だ
：
。
あ
れ
は
あ
る
い
は
、
手
を
取
っ
て
、
御
教
示
、
さ
で
、
セ
キ
レ
イ
が
湖
面
を
大
き
く
尾
（
親
加
歳
、
孫
８
歳
）
も
お
り
、
見
て

「
ヤ
マ
〈
ギ
」
。
こ
れ
は
「
サ
ワ
ギ
キ
御
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
道
ば
た
の
を
ふ
り
な
が
ら
、
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
と
飛
い
て
楽
し
そ
う
で
す
。
案
ず
る
よ
り
気

草
木
ま
で
、
く
わ
し
く
観
察
す
る
こ
と
ん
で
い
き
．
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
の
中
が
る
に
、
一
度
参
加
し
て
み
て
は
い
か

ヨ
ウ
」
・
・
・
。

い
ま
ま
で
、
団
体
、
あ
る
い
は
、
個
が
出
来
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
、
無
頓
着
に
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
メ
ジ
ロ
、
山
鳩
．
：
の
が
で
し
ょ
う
か
。
野
鳥
、
山
草
の
観
察

人
で
心
ら
Ｊ
ら
沢
、
帝
レ
ア
｜
〕
て
も
、
ョ
に
見
過
し
た
草
に
ま
で
、
愛
着
が
感
じ
声
が
時
折
ま
じ
っ
て
聞
こ
え
、
し
ば
し
会
へ
…
。

あ
れ
「
ヤ
マ
セ
ミ
」
だ
…
。
あ
れ
は

「
ヤ
マ
〈
ギ
」
・
こ
れ
は
「
サ
ワ
ギ
キ

ヨ
ウ
」
・
・
・
。

い
ま
ま
で
、
団
体
、
あ
る
い
は
、
個

人
で
銅
ち
び
ち
び
、
旅
を
し
て
も
、
自

能
、
冬
の
伊
豆
沼
等
で
、
い
つ
も
、
博

学
の
専
門
家
が
同
行
し
、
手
に
と
っ
て

あ
る
い
は
、
手
を
取
っ
て
、
御
教
示
、

御
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
て
＄
道
ば
た
の

草
木
ま
で
、
く
わ
し
く
観
察
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
、
無
頓
着

に
見
過
し
た
草
に
ま
で
、
愛
着
が
感
じ

「
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
」
諾

足
三
年
で
す
が
、
春
の
花
貫
、
秋
の
大

分
な
が
ら
、
大
ざ
っ
ぱ
な
こ
と
し
か
わ

か
ら
ず
、
つ
れ
づ
ね
．
地
元
高
萩
に
お

い
て
、
こ
の
眼
、
こ
の
足
で
見
間
を
広

げ
て
行
き
た
い
考
え
は
持
っ
て
い
て
も

そ
う
い
う
機
会
は
皆
無
だ
っ
た
。

自
然
の
営
み
を
知
る

昭和52年度青少年相談員名簿
ら
れ
、
現
然
た
る
自
然
の
営
み
を
つ
き

つ
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
．

一
株
の
草
と
い
え
ど
も
．
家
庭
へ
は

持
ち
帰
る
気
に
な
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
そ

っ
と
し
て
お
き
た
い
な
と
い
う
気
持
で

一
杯
で
す
。

来
年
、
ま
た
、
あ
い
ま
し
よ
う
と
、

心
の
中
で
つ
ぶ
や
き
去
る
の
が
つ
れ
で

主
。
／
○

■ーーLー＝■－－

名 住
ー

所 ’
序・
し一世 連絡先

蛭田 通
北村勇太郎
柴田智男
車 和 蔵
大和田景男
山口万寿美

I
大高通幹
佐藤武夫
佐野徹夫
坂本富哉
時崎
仲田 卓
鈴木正次

根本 昇
臼井 進
菊地茂明
沼田 貢
佐川好男
角谷貞次

／ 大和町2－10
春日町1－3
本町1－57

〃 1－56

秋山625
北茨城市華川町臼場618

２
０
３
９
３
１
１

８
０
３
０
７
１
１

０
０
４
３
０
１
１

。
】
２
２
３
３
３
１

２
２
２
２
２
２

３

２

２
２
２

２
２

安良j l l267
〃 664

石滝504
本町1－26
台高萩195
石滝2495

島名1514
上手綱1101
島名2154
秋山下1512
島名1183
秋山489

北茨城市中郷町足洗550

８
７
８
４
９
３

８
１
４
３
６
２

４
４
０
５
７
０

１
４
２
５
２
４

歩
一
手

３

２
２
２

７
１
８
１
２
８

１
５
５
９
２
０

８
１
２
０
３
１

０
３
５
４
０
２

３
３
２
２
３
２

島名2292
駒木原891
中戸川603
秋山2163
大能824
束本町2－52

高浜町3-104
束本町1-6l
高浜町3－98

〃 3－59

北茨城市関南町里根川7－3

｜
｜
粟
一
栗
一

の
Ｏ
ワ
竺
華
恒
○
竺
華
ロ
ワ
色

２
７
４
１
９
０
１
７
２
１
７

０
４
５
７
６
６
９
４
９
６
４

２
０
２
４
１
７
８
７
４
０
１

０
４
８
５
８
２
３
２
４
２
３

、
）

木朝夫
友一衛
岡 肇
藤 弘
間 進

田勝好
藤たみ子

原康夫
田 威
本寿夫

’
鈴
大
富
佐
岩

須
佐
篠
福
松

大
舟
作
神
樫
田
一
大
柴
鈴
安
烏

松
柴
鈴
沼

２
２
２
２
２

'

２
４
３
１

７
８
４
７

’
一
一
一
喝

１
３
１
３
６

町
町
町
綱

浜
〃
明
本
手

高
有
東
上

斗
牙
江
］
計
と
牙
牙
針
牙
針
と
冴
冴
３
２
壁
巷
〃
“

０
１
６
８
２
３
７
０
３
４
１
５
１
７
０
１
２
３
２
１

１
６
２
６
４
６
２
５
６
９
３
４
６
２
３
２
６
０
７
６

５
３
６
６
５
７
５
２
２
９
４
２
１
０
４
１
１
６
４
３

－
ｂ
２
３
４
２
３
２
０
５
１
２
１
４
０
２
４
７
７
７

高さわ 上手綱1654 2
生佳紀 〃 75 2－
山里美 〃 1585 3－

長安吉 下手綱灘8 2－村幸一 3－
村 裕 赤侭1979 2－

森倫子 「高戸917 3－
田 薫 高戸行人塚150 2－
木 栄 赤浜776-2 3
島克巳 安良川635 2－
居塚紀元 1上茨城市関本町あわ野2018 3－

本 基 下君函828 1 若栗
田英利 若栗114 〃
木徳樹 ～ 噸川246 ′′
田富美穂 上君田248 〃

特別青少年相談員 征矢 勉本町3－30

この目でみた「サワギキヨウ」

『～7月の市政懇談会｡一一
I 1
1 '5日 秋山中公民館 1J

｜ 時間は午後7時から ！
一一一－二一一一一

「
市
民
登
場
」
は

休
み
ま
す
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ロ
◆
◆
■

Ｃ
ｅ
ｇ

●
◆
◆

諏
伽
牝
辛

。
●
噂
▲

守
り
●
凸

４
。
◆

。
●
◆

必
抄
幡

七
●
◆
丑

》
。
◆
晶

一
。
◆
Ｌ

ｐ
０
◆
ぬ

。
◆
Ｄ

◆
。
◆

Ｇ
Ｃ
ｅ

◆
も
●

』
０
。
▲

◆

◆

◆
騨溌:蕊:§ （昭和52年6月)露

，
ｆ
ｑ
ｄ

Ｔ
■
。

◆
◆
◆

・
ｅ
９

Ｇ
Ｏ
４

▼
●
◆

◆

●

◆

や
り
。

◆
？
●

亨
①
。

◆
◆
伊

干
◆
◆

◆
。
①

》
４
０

守

り

９

◆●●･

弔申

子
さ
ん
Ⅱ
本
町
２
の
錦
Ⅱ
が
選
ば
れ
ま

１
‐
し
シ
に
◎

沼
田
さ
ん
は
、
詐
欺
総
交
通
事
故
な

ど
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
（
裁
判
に
か
け
な
い
こ

と
）
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
・
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

審
査
申
立
の
費
用
は
、
一
切
無
料
で

む
ず
か
し
い
手
続
き
も
必
要
あ
り
ま
せ

検
察
審
査
員
に

沼
田
靖
子
さ
ん

#

こ
の
ほ
ど
、
水

戸
検
察
審
査
会
の

検
察
審
査
員
に
、

当
市
か
ら
沼
田
靖

〉

ん
の
で
、
気
軽
に
水
戸
検
察
審
査
会
事

務
局
（
水
戸
市
大
町
１
の
１
の
認
水
戸

地
方
裁
判
所
構
内
趣
“
０
０
１
１
）
へ

ご
相
談
下
さ
い
。

行
政
相
談
員
に

神
長
さ
ん
が
再
委
嘱

当
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て

神
長
新
一
さ
ん
が
担
当
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
、
行
政
管
理
庁
長
官
か

ら
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
行
政
全
般

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
苦
情

や
要
望
、
意
見
な
ど
を
聞
い
て
、
そ
の

改
善
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま

す
。

若葉の頃

市役所の通りをパスにゆられて、昨年両陛下をお迎えして

行なわれた、植樹祭お手まき会場に行って見た． よく整備

された会場は公園となって、つつじが鮮やかに咲いていて、

あたりはもうすつかり若葉に彩られ、時おり山鳩の声が林

にこだましてきこえてくる。

絵と文 伊藤龍馬

一一…～一一一一…－…～…一一一…－…～…～~汚一

○
遠
藤
光
静
さ
ん
Ⅱ
赤
浜
１
０
６

社
会
福
祉
の
た
め
に

３
０
０
，
０
０
０
円

商
工
業
な
ど
の
取
り
引
き
関
係
で
、

高
萩
市
金
融
団
所
属
の
常
陽
銀
行
、
茨

城
相
互
銀
行
、
水
戸
信
用
金
庫
、
日
立

信
用
組
合
の
各
支
店
で
構
成
さ
れ
て
い

る
高
萩
簡
易
手
形
交
換
所
で
は
、
手
形

小
切
手
の
期
日
決
裁
促
進
と
、
信
用
取

り
引
き
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
法
定

の
手
形
交
換
所
に
あ
わ
せ
て
不
渡
手
形

取
り
あ
つ
か
い
制
度
を
改
正
し
‘
馳
年

７
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
制
度
で
は
、
６
カ
月
間
に
２

回
手
形
、
小
切
手
の
不
渡
り
が
発
生
し

ま
す
と
当
座
預
金
勘
定
の
解
約
や
以
後

２
年
間
は
、
交
換
所
加
盟
の
金
融
機
関

と
の
当
座
預
金
や
融
資
の
取
り
引
き
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
手
形
、
小

切
手
の
振
り
出
し
に
は
、
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
各
金
融
機
関
、
商
工

会
ま
た
は
、
市
商
工
課
へ
ど
う
ぞ
。

’ 神
長
行
政
相
談
委
員
は
、
市
内
島
名

１
３
９
４
に
お
住
い
で
、
電
話
は
②
３

７
７
３
で
す
。

手
形
勺
小
切
手
の

取
扱
い
制
度
が
改
正

膠
鞭

善
意

あ
ｎ
が
と
う

一
殺
の
原
因
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ

き

一
ら
く
失
恋
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
は
ま

一
に
て
、
く
ひ
か
け
」
と
あ
る
か
ら
海
岸

一
の
松
の
木
に
ひ
も
を
か
け
、
首
を
つ
り

麦
叩
を
絶
っ
た
の
で
あ
る
。

一

一
寛
永
七
年
六
月
二
十
八
日
は
、
新
暦

一
の
八
月
五
日
に
あ
た
る
。
砂
浜
に
力
な

く

一
く
腰
を
お
ろ
し
た
彦
七
郎
の
娘
は
、
波

一
間
の
彼
方
を
見
つ
め
幾
度
か
深
い
吐
息

一
を
も
ら
し
、
あ
ふ
れ
る
涙
を
袖
で
ぬ
ぐ

一
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
翌
日
、
変
り
果

一
て
た
娘
の
姿
を
見
つ
け
た
両
親
の
嘆
は

一
叶
郵
奉
劃
神
疵
津
聿
畦
唾
輝
鋤
岬
蝿
奉

マ

ー
い
る
と
、
三
四
七
年
の
歳
月
の
流
れ
の

一

：
‐
月
４
Ｊ
‘
‐
・
』
‐
し
Ｉ
１
Ｉ
ｈ
ｖ
，
Ｉ
ｈ
ｖ
ｉ
ｌ
９
ｊ
ｊ
ｈ
Ｙ
ｌ
１
ｎ
ｖ
Ｊ
Ｉ
ｎ
ｖ
ｌ
Ａ
Ｖ
ｊ
Ａ
Ｕ
１
Ａ
０
，
ｊ
Ｉ
ｎ
１
１
０

－《

史
宇
謹
蕊
蕊
蕊

一

一
ｍ
帳
諄
く
る
。

久
飼
富
去
田

犀
騒
雪
ゞ
婁
戦
廼
霊

荊
介
、
．
鷺
＃
ろ
十
五
歳
Ⅲ
《
ゞ
＃
右
．

一
正
趣

ｌ

妙

門
」
と
あ
る
。
こ
の
十
五
歳
の
少
年
が

浜赤
殺
さ
れ
た
原
因
は
全
く
不
明
で
あ
る
．

一
た
だ
「
二
月
七
日
夜
」
は
、
新
暦
の
三

一
寛
永
七
年
（
一
六
三
○
）
の
死
亡
者
月
二
十
六
日
の
夜
に
あ
た
る
。
夜
桜
の

一
に
、
「
妙
教
霊
、
六
月
廿
八
日
、
と
や
見
物
に
は
ま
だ
早
い
が
、
十
五
歳
の
少

一
の
わ
き
彦
七
郎
娘
、
は
ま
に
て
、
く
ひ
年
に
は
、
な
ぜ
か
落
ち
着
い
て
い
ら
れ

一
か
け
に
て
死
」
と
あ
る
。
若
い
娘
の
自
な
い
春
の
宵
で
あ
っ
た
。

○
高
萩
マ
ス
釣
同
好
会

め
ぐ
ま
れ
な
い
人
々
に、

１
１
５
２
５
円

○
小
畑
茂
さ
ん
Ⅱ
上
手
綱
１
９
２
８

社
会
福
祉
の
た
め
に

、

１
５
０
０
０
円

ー

○
菊
地
信
夫
さ
ん
Ⅱ
中
戸
川
６
０
５

老
人
福
祉
の
た
め
に

１
０
，
０
０
０
円

○
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
・
ア
ン
ト

’
一
オ
猪
木
社
会
福
祉
の
た
め
に

１
０
０
，
０
０
０
円彦七郎の娘が首をつった浜の松の木
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市の人口と世帯数 畠
＝

穿

二 寺

室 二

5月1日現在 前月比 三
二

＝

二 ＝
＝

言 人口 31，332人 （＋47） 言
三

＝

男 15，365人 （＋46） 三
宝

三

二

冒

女 15，967人 （＋1） 舅＝

＝

監

三 附帯 8,6471廿帯 （＋33） 享
己
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典
を
水

記
念
碑

下
を
お

大
地
」

全
国
植

な
わ
れ

昨
年
５
月
型
日
犀

５
月
型
日
に

天
皇
・
皇
后
両
陛

迎
え
し
て
「
緑
を
育
て
守
ろ
う

の
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
第
諏
回

樹
祭
「
お
手
ま
き
行
事
、
一
が
行

ま
し
た
が
、
《
県
で
は
、
こ
の
祭

く
記
念
す
る
た
め
”
お
手
ま
き

噸
建
立
を
計
画
、
さ
る
３
月
調

》
お
手
ま
き
記
念
碑
”

声．
I詞

萩
石
材
協
同
組
合
が
材
石
を
寄
贈

⑥
「
短
歌
講
座
」
を
開
設
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。
｜

開
設
日
７
月
２
日
、
９
日
、
恥
日
、

認
日
‐
（
各
土
曜
日
）

ゞ
８
月
訓
日
（
火
）
・

９
月
３
日
（
土
）

時
間
午
後
１
時
釦
分
か
ら
３
時
ま
で

会
場
高
萩
市
中
央
公
民
館

内
容
○
短
歌
の
作
り
方

㈲
作
歌
上
の
根
本
態
度

目
作
歌
の
実
際

○
作
歌
の
技
術

㈲
推
こ
う
に
つ
い
て

講
師
、
志
賀
正
夫
先
生
（
高
萩
市
短
歌

会
長
）
Ｆ
１

連
絡
及
び
申
込
み
先
は
市
教
育
委
員

’ 佐
川
文
一
君
、
鈴
木
裕
子
さ

に
秋
中
）
の
手
に
よ
っ
て
行

し
た
。

日
に

日
に｝

）

〈
口
（

材
石

会
場

し
て

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

除
幕
は
、
市
緑
を
愛
す
↓

市
緑
を
愛
す
る

。

短
歌
講
座
を
開
設

完
成
し
、
そ
の
除
幕
式
が
５
月
妬

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

の
記
念
碑
は
、
高
萩
石
材
協
同
組

代
表
沢
田
四
郎
）
の
み
な
さ
ま
が

を
寄
贈
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で

の
静
か
な
た
だ
ず
ま
い
を
基
調
と

訪
づ
れ
る
方
為
に
親
し
ま
れ
る
よ

を
建
立

少
年
隊
の

〆

ｉ
ｆ

ー

ん
へ
と
も

な
わ
れ
ま

雫

一℃

’
市
文
化
協
会
の
川
柳
同
好
会
で
は
、

川
柳
作
品
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

宿
題
①
’
一
ユ
ー
ル
ッ
ク
ヘ
②
冒
険
、

③
声
、
④
へ
そ
く
り

各
題
と
も
３
句
ま
で

申
込
み
先
樫
村
一
歩
あ
て
（
島
名
１

９
６
６
）

締
め
切
り
６
月
抑
日
必
着

参
加
費
用
１
可
０
０
円
↑
（
切
手
可
）

賞
市
長
教
育
長
、
｝
文
化
協
会
長
賞

く

ほ
か
に
、
位
ま
で

発
表
は
、
た
か
ほ
り
誌
上
、
入
選
者
に

は
通
知
し
ま
す
。

あ
な
た
も
一
句
ひ
ね
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

会
社
会
教
育
課
（
露
③
１
１
３
１
）
へ

児童手当の現況届と、老人医療費受給者証の

更新の手続きは、6月3○日までですJ

○児童手当の現況届は、 6月30日(新しい方も同じ）まで

○老人医療費受給者証は、 6月27日から30日まで

（⑬医療費受給者証の更新も眉じです）
’ この手続きをしませんと手当の支払いや医療費の ＊‘
F

・ 受給ができなくなります。 一一
（’

． くわしくは保険年金課へ 「

川
柳
作
品
の
募
集
“

市
の
施
設
・
史
跡
を
み
て
市
政
の
姿

を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
．
こ

と
し
も
「
目
で
み
る
市
政
教
室
」
（
市

内
の
施
設
・
史
跡
品
学
会
）
を
６
月
か

ら
９
月
ま
で
行
な
い
ま
す
。

目
で
み
る
市
政
教
室
は
昭
和
甥
年
か

ら
行
な
い
、
参
加
し
た
人
た
ち
は
「
わ

た
し
た
ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
い

ろ
い
ろ
な
苦
労
を
し
て
い
る
の
で
す
ね

参
加
し
て
は
じ
め
て
わ
か
り
ま
し
た
」

と
口
を
そ
ろ
え
る
ほ
ど
高
い
人
気
を
あ

つ
め
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
２
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
早
目
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
。
・

各
コ
ー
ス
と
も
午
前
９
時
に
市
役
所

を
出
発
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

’
千

参
加
ご
希
望
の
方
は
希
望
す
る
コ
ー

ス
名
、
希
望
す
る
月
日
、
あ
な
た
の
住

所
寺
氏
名
、
年
令
、
電
話
番
号
を
ハ
ガ

す
．
。

で
日
ｊ
日
い

り
日
型
み
妬
さ

お
別
月
の
月
だ

と
一
月
９
人
８
く

の
７
Ｊ
婦
う
て

次
氏
子
く
一
子
し

は
８
と
日
と
意

湘
堀
醗
恥
醗
酬

７

の
：
日
：
日
各

ス
ス
咽
ス
４
は

一
一
月
’
一
月
食

．
．
８
．
８
昼

．
各
Ａ
Ｂ
※

「
）

目
で
み
る
市
政
教
室

ｌ
市
内
の
施
設
・
史
跡
見
学
会
Ｉ

Ａ
コ
ー
ス
・
市
役
所
↓
協
同
病
院
↓
衛

生
セ
ン
タ
ー
↓
と
畜
場
↓
Ｋ
Ｄ
Ｄ
↓
い

こ
い
の
家
↓
第
一
浄
水
場
↓
第
二
浄
水

場
↓
花
貫
ダ
ム
↓
大
心
苑
↓
市
営
野
球

場
↓
お
手
ま
き
会
場
跡
地
↓
公
害
対
策

室Ｂ
コ
Ｉ
ス
・
市
役
所
↓
岩
下
釈
迦
↓
松

久
保
工
業
団
地
↓
び
わ
塚
古
墳
↓
長
久

保
赤
水
家
↓
赤
浜
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー

↓
日
弁
の
墓
↓
北
部
処
理
場
↓
手
綱
工

業
団
地
↓
松
村
任
三
家
↓
竜
子
城
祉
↓

鈴
木
玄
淳
の
墓
↓
公
害
対
策
室

キ
ま
た
は
電
話
で
次
の
と
こ
ろ
ま
で
、

お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。
｝

市
役
所
市
民
活
動
担
当
広
報
広
聴
係

鍾
③
２
１
１
１
内
線
２
１
９
ま
た
は

、
２
３
３

Ｐ
５
■

定
員

各
コ
ー
ス
と
も
一
回
別
人
で
す
。

41『．
／L‐

二世尋

7首

順
で
締
め
切
り
ま
す
。


